
橿原市では各中学校区ごとに、特別支援教育コーディネーター連絡会を開いています。
・児童生徒の学習や生活の様子を共有しています。・ブロックで統一した様式を用いて「個別の教育支援計画」を作成しています。・事例を出し合い、適切な指導や必要な支援について協議しています。・支援に役立つ「就学前ひきつぎシート」を作っています。
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コーディネーター
市教委指導主事 コーディネーターの専門性をたかめることができる

困ったときに気軽に相談できる
子どもの成長が分かる

お互いの園（所）・学校の様子が分かる

乳幼児健康診査は、保護者にとって最初の気付きの場

になることがあります。

奈良市では、３歳児健診のフォローとして４歳半健診

を行っています。お兄ちゃんの予防接種の時に、1歳半の弟のことについて保健師さんに相談したら、療育機関を勧めていただきました。おかげで早くから訓練を受けることができて、今では学校で安心して生活できるようになっています。

県・特別支援教育
巡回アドバイザー

・１歳半、３歳の健診から“就学指導”が始まっ

ているという意識をもつことが大切です。

・様々な機関が互いにつながり、子どもを中心に

据えた情報のネットワークを作ることは、その

子に関わるすべての大人の責務です。

１ つ な が り

１

「どうしてうちの子どものことを知っているの？」から「もう知ってくれているのね。」へ幼稚園 １年生 ２年生 ３年生今までは、特に困ることはありませんでした。 通常の学級に在籍。１学期の個人懇談をきっかけに、保護者は特別支援学級を考え始めました。就学指導の結果、経過観察となりました。 再度、就学指導の審議の結果、個別の支援が必要なことが明確になりました。 特別支援学級で学習しています。
入学後の就学指導もあります。

（畝傍中学校ブロック） 橿原市の例

幼児期に育みたい学習の土台となる力（ボディイメージ・粗大運動・微細運動・聴覚記憶・触弁別・素材の認知）をみています。 ２
（八木中学校ブロック）


